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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年6月7日(2012.6.7)

【公開番号】特開2010-246860(P2010-246860A)
【公開日】平成22年11月4日(2010.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-044
【出願番号】特願2009-102516(P2009-102516)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月17日(2012.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体が流下可能な遊技領域が形成されるとともに該遊技領域内に所定のゲージ配列
をなした複数の障害釘を有する遊技盤と、
　該遊技盤をその前面側に着脱自在に取り付け可能な本体枠と、
　該本体枠の一側に開閉自在に軸支されて前記遊技盤の遊技領域を視認可能に透明板で被
覆された遊技窓が形成される扉枠と、
　該扉枠の開放状態を検出する扉開放検出手段と、
　前記遊技領域内に配置され遊技媒体が入賞可能な第一始動口と、
　該第一始動口に遊技媒体が入賞したことを検出する第一入賞状態検出手段と、
　該第一入賞状態検出手段による前記遊技媒体の検出に基づいて抽選を行う第一抽選手段
と、
　該第一抽選手段の抽選結果が所定の結果である場合、遊技者に遊技媒体を付与する第一
有利遊技状態を発生させる第一有利遊技発生手段と、
　前記遊技領域内に配置され遊技媒体が入賞可能な第二始動口と、
　該第二始動口に遊技媒体が入賞したことを検出する第二入賞状態検出手段と、
　該第二入賞状態検出手段による前記遊技媒体の検出に基づいて抽選を行う第二抽選手段
と、
　該第二抽選手段の抽選結果が所定の結果である場合、遊技者に遊技媒体を付与する第二
有利遊技状態を発生させる第二有利遊技発生手段と、を備え、
　前記第一抽選手段及び前記第二抽選手段は、互いに異なる内容の抽選を行うものであり
、
　前記扉開放検出手段によって前記扉枠の開放状態を検出したときには、前記第一始動口
への新たな遊技媒体の入賞に基づく前記第一抽選手段による抽選を回避することで、前記
第二抽選手段による抽選のみが行われるようにする第一抽選回避手段と、をさらに備える
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第一抽選手段及び前記第二抽選手段は、前記第二抽選手段による抽選結果が所定の
結果であったときに前記第二有利遊技状態によって付与される遊技媒体数の期待値が、前
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記第一抽選手段による抽選結果が所定の結果であったときに前記第一有利遊技状態によっ
て付与される遊技媒体数の期待値よりも高くなるように、互いに異なる内容の抽選を行う
ことを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　特定の遊技状態か否かを判定する遊技状態判定手段と、
　該遊技状態判定手段によって前記特定の遊技状態になったことが判定されたとき、前記
第二始動口への遊技媒体の入賞が困難な状態から容易な状態へと変化させる頻度を高める
制御によって、前記第二抽選手段による抽選が行われ易くする有利抽選促進手段と、を備
え、
　前記第一抽選回避手段は、前記遊技状態判定手段によって前記特定の遊技状態になった
ことが判定されたときに限り、前記第一始動口への新たな遊技媒体の入賞に基づく前記第
一抽選手段による抽選を回避することで、前記第二抽選手段による抽選のみが行われるよ
うにすることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の遊技機。
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